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ＩＦＳＣ Climbing World Cup
Bouldering Kazo 2016開催報告

はじめに

　Bouldering World Cup 2016 第２戦が４月2３日、2４

日、加須市民体育館で開催された。ボルダリングのワー

ルドカップは、加須市では200９ 年に開催、今回は７年

ぶり２回目となる。女子は、日本のエース野口啓代が準

決勝敗退となる波乱のなか、イギリスのショウナ・コク

シーが、１週間前のスイスMeiringenに続いて優勝。昨

年８月の大会より３連勝の勢い。男子は、200９年の加須

大会で２位だったロシアのルスタン・ゲルマノフが優

勝。全体的には、ヨーロッパ勢の強さが目立った大会で

あった。

　一方運営面では、日本は多くのトップ選手を抱えな

がら、ワールドカップの開催は２年に１回と少ない。た

だし、現在オリンピック追加競技候補として、高い運営

が望まれている。どこまで近づけたかこの報告から感じ

取っていただければ幸いです。

　なお、表彰式において優勝したルスタン・ゲルマノフ

選手のロシア国歌を間違えたことをここにお詫び申し

上げます。今後二度と起きないための管理体制を徹底

していく所存です。

１．競技

　今回は2５の国と地域から男子6９人（日本22人）、女子

５３人（日本 22人）合計122人の選手が参加。ボルダリン

グは、陸上や水泳など他の競技と違って、各大会の順位

2

図1 決勝ルート概要と完登
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が大きくばらつく。それは、ルートの読みという要素が

トライ数に影響し結果順位に繋がってくるためだ。予選

では女子、男子２グループに分かれての実施。日本は女

子で５人、男子で４人が準決勝へ進む。準決勝では、決

勝進出６位のボーダーラインに男女ともに数人が並ぶ。

ボーナスの成績で野中萌生がぎりぎり通過。男子は、藤

井快が全ルート完登の１位で決勝へ。期待が高まる。決

勝は、選手紹介・オブザベーションを含めて午後２時か

ら開始。テレビの生中継も始まる。（※ルートの概要は

前頁の「図１．決勝ルート概要と完登」を参照）

★女子決勝

Ｗ１（第１課題）：中盤のハリボテ系のホールドから上部

の三角のボリューム（ボーナス）を取り、続くハリボテ

上部を保持する一連のムーブが核心。他の選手がボー

ナスでいっぱいのところショウナ・コクシーが一撃完登。

無駄がない。

Ｗ２（第２課題）：1３５°に被った壁の大きなハリボテから

スタート。そのハリボテに乗り込み傾斜が緩い三角のボ

リュームが並ぶ右端へ移動し、上部の覆いかぶさるよう

にある終了点をバランスを保持しながら取りに行く。全

選手が完投する。ほとんどの選手が最後会場を向くムー

ブに観客が沸く。

Ｗ３（第３課題）：ここは保持力が試されるルート。中段

から終了点に続くデュアルテクスチャーのカチが３つ

続くところがポイント。ここでもショウナ・コクシーが

一人完登。それも一撃のパフォーマンス。一方野中選手

もボーナスを２トライで獲得。これによって３位まで上

げてくる。

Ｗ４（第４課題）：見ていて楽しいルート。スタートから

半円系のハリボテへラウンジしそのハリボテへ乗り込

み、左に離れた終了点に体を振られながら取りにいく。

１トライでショウナ・コクシー、 メリッサ・レ・ヌーブ

が完登、２トライで野中萌生、ペトラ・クリングラーが

完登。結果この並びで順位が決まる。

★男子決勝

Ｍ１（第１課題）：ルーフ下の大きなハリボテから上部に

ある縦長の丸みを帯びたホールドを取りに行く。優勝し

たルスタン・ゲルマノフをはじめマイケル・ピコーラス、

藤井快、ジェレミー・ボンダーの５人が完登。

Ｍ２（第２課題）：ここは、ハング下の奥まった位置から

ハリボテとカチを取って次の丸みを帯びたホールドへ

繋げていくムーブが非常に厳しく完登はなかった。

Ｍ３（第３課題）：スタートのひし形が組み合わさる位

置から、右にある

ホールドへ限りな

く薄いフットホー

ルドを軸にバラン

スで移り込む一連

の 動 き が 核 心 の

ムーブ。ルスタン・

ゲルマノフ、マイ

ケル・ピコーラス、

藤 井 快、ジ ェ ル

ミー・ボンダーが

完登。この時点で

準決勝１位で通過

した藤井選手は３

位に落ちる。１位ルスタン・ゲルマノフ、２位マイケル・

ピコーラスだがその差はＭ２のボーナスのトライ数１の

み。勝負は最後の課題に持ち越される。

Ｍ４（第４課題）：３３ｍの全壁の真ん中に設置された最

終ルート。最初パーム系の大きなボリュームに指先が

やっとかかるほどの小さなホールドを設置したホールド

が３つ並ぶ。上部には四角と三角のボリュームが平行に

並びその処理がポイント。ここでは、ルスタン・ゲルマ

ノフが、平行に並ぶボリュームをガストン気味に押さえ

体をあげそのボリュームの間に膝を入れてレスティン

グするなど余裕のパフォーマンス。唯一の完登となる。

成績　女子
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成績　男子

　決勝では女子、男子ともに日本以外はヨーロッパの選

手でありヨーロッパ勢の盛り返しを感じる。そして、女

子においては、ショウナ・コクシーの強さが目立った。

予選からみると一部バランス的なムーブで動きが途切

れる部分も見られたが、準決勝のＷ２、Ｗ４を除いて１

トライでの完登が約 ８0％と強さだけでなく好調ぶりが

窺える。どこまで優勝が続くか楽しみだ。一方男子は、

ルスタン・ゲルマノフが、準決勝ではてこずる場面もあ

り同率２位で通過したが、決勝は力を温存していたよう

な力強い登りで優勝を勝ち取った。

　また、日本勢においては地元のプレッシャーもあり厳

しい戦いであったと思うが、女子では野中萌生、男子で

は藤井快が３位、表彰台に上がれたことは主催者として

ホットしている。今後の活躍を期待したい。

２．運営

　今大会、開催地加須市から施設・設備の提供、スタッ

フの関わりなど今までにないほどの全面協力を頂いた。

そのような市の体制であっても200７ 年、200９ 年の加須

市で開催された、ワールドカップの経験が通じないほど

目指す運営内容は多くの課題が山積した。大会には、Ｉ

ＦＳＣ、日本山岳協会を始め、埼玉県山岳連盟、加須市

山岳連盟、大手広告会社、ＴＶ中継関係、会場演出関係、

メディア、ボランティアと多くの組織が関わり連携が非

常に難しかった。その状況下全体を見ることに注力した

が、管理が及ばず各事項が半端な状態で大会を向かえ

た。そして、これらの準備を進めながら、選手の最終確

認、競技時間の見直し、スタッフ、関係者のＩＤ発行や、

演出の確認と非常に煩雑な状況にあった。その状況下

小さなミスが続く、スタッフＴシャツ、販売Ｔシャツの

制作でスポンサー様のロゴ使用の確認不足が発生。販

売不可のご指摘を頂く。（最終的には販売可の許可を頂

く）

　競技中にも、テクニカルインシデント対応でのタイ

マーの位置、ビデオの再生など細かな対応が発生。この

辺も大会前に現在のＩＦの基準を詰めておけば発生は

防げたと考える。

　そして、報告の「はじめ」にも書きましたが、男子優勝

国の国歌を間違える（ロシア国家の古いものを使用）と

いう状況を発生させてしまう。確認不足によるものであ

るがここでも組織の運営レベルの見直しが必要と感じ

た。

　競技スポーツとしてＩＦＳＣが目指す運営には競技運

営と、大会全般の管理体制（組織）をもっと明確に棲み

分けし、具体的な実施内容を詰めていくことが必要と感

じる。（＊演出は外部委託に徹することも一つ）またリー

ダーの部分においても今回ＩＦＳＣの組織体制から責任

者を設けたが、この辺の職務分掌を明確にすることも優

先課題と考える。やること、確認することが明確になれ

ば組織は動く。

　ＩＦＳＣが目指す運営は、主催者ハンドブック2016年

版が基準となる。内容は８７ページに及ぶもので競技以

外にもビジュアル的な演出についても言及されている。

昨年の10 月ごろから実行委員会を重ねる中、このハン

ドブックとの確認をＩＦと行いながら運営の組み立てを

行った。それでも大会前日のＩＦとの打ち合わせでは細

かな修正が見られた。

　壁の形状は、安全基準、セッターの意見、演出面を考

慮し設計。色はホールドの各色、照明に対応できるマン

セル５ＰＢ９／０．５を採用。モニターは２．５×４m、２

基設置。
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　山と渓谷社の創立 ８0 周年を記念して創設された日本

山岳遺産基金も６年目を迎え、６回目のサミットが２

月2７日（土）1３ 時 ３0 分より東京神保町の三井ビル内イ

ンプレスグループ・セミナールームで開催されました。

　日本山岳遺産基金は、日本の山の自然と文化を次世

代につなげるため「山岳環境保全」「次世代育成」「安全

登山啓発」をテーマに活動をしています。毎年、豊か

な自然や人と自然のかかわりを有する日本の山岳地域

を「日本山岳遺産」として認定し、積極的にこの３つの

テーマで活動している団体に助成を行っています。

　次世代育成の一環として田部井淳子さんと共催で東

北の高校生の富士登山を行っているとともに、（公社）

日本山岳協会にも各都道府県主催のジュニア登山教室

に年間 ５0 万円の支援を頂いており、昨夏のジュニア登

山教室 in 立山の様子も映像と共に紹介されました。

第１部　日本山岳遺産認定地発表
　サミットは川崎美雪山岳遺産基金会長のあいさつで

始まり第１部として２か所の日本山岳遺産認定地と活

動団体が発表されました。

１ . 南木曽岳（長野県）／南木曽山士会

２ . 三嶺（高知県・徳島県）／三嶺の森をまもるみん

なの会

　それぞれの団体から登山道の整備、シカの獣害によ

り裸地化した地域のマットを利用した植生復元やシカ

の管理捕獲などの活動が報告されました。特にシカの

食害は全国で悩まされている問題なので、具体的な活

動報告にそれぞれの地域に重ね合わせ、質問も多数寄

せられました。アドバイザリーボードの日本山岳協会

顧問の田中文男氏の講評で第１部が終了し、第２部の

特別講演に移りました。

第２部　特別講演：中村浩志信州大学名誉教授の
「日本の高山環境とライチョウの今」

　日本の高山に生息する特別天然記念物ライチョウは

1９８0 年代の ３000 羽から現在は 2000 羽に減ったと推定

されており、絶滅が心配されています。鳥類でもカッコ

第６回日本山岳遺産サミット開催

セッターの仕事

　今回のルートセットは以下の３人と日本のセッターで

行った。選手のパフォーマンス、完登状況は観客を大い

に沸かせた。そのセッティングでは上の黒板にあるよう

な形で支持されていた。明確な指示と共通認識、外国人

の合理性だろうか。

IFSC  Chris Danielson（ＵＳＡ）,Mathias Woitzuck（ＡＵ

Ｔ）,Hiroshi Okano（ＪＰＮ）

３．観戦

　観戦チケットは予選は当日券はあったが準決勝・決

勝はネットで完売の状況となった。

　会場の入場数を安全面から1100 人（観戦 600、選手・

関係者1５0、スタッフ2５0、スポンサー 100、マスコミ他

100）で設定したが、2４日の会場の総数（通過人数）は約

1３00人となった。

　クライミングの人気上昇はもとより、オリンピックと

いう魔法のすごさを感じた。

　最後に、株式会社八海山様、マムートスポーツグルー

プジャパン株式会社様、オリエンタルバイオ株式会社

様、牛乳石鹸共進社株式会社様、三井不動産株式会社

様、株式会社日能研様、ならびに大会開催にご支援ご尽

力いただきました多くのみなさまに、運営に携わった関

係者の皆さま心よりお礼申し上げますとともに、今後と

も引き続きご指導ご鞭撻いただきますようよろしくお願

いいたします。

（ＢＷＣ２０１６ KAZO実行委員会　副実行委員長　村岡正己）
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熊本大地震のお見舞いと義援募金へのご協力について（お願い）
　去る４月 1４ 日の前震から始まった熊本・大分両県を中心とした群発地震で、甚大な被害を蒙られた被災者
の皆様に心よりお見舞いを申し上げます。
　私たち全国の山仲間は、皆様の安全を祈念しつつ、この困難な状況を一刻も早く改善する復興活動に出来る
限りの協力をしたいと考えております。
　本協会では、被災地の復興と被災者の救援のための義援金を呼びかけることに致しました。是非、皆様のご
協力をお願いします。募金は個人、団体を問いません。

公益社団法人 日本山岳協会　会 長 八木原 圀 明
【義援募金送金方法】	 ①銀行振込み みずほ銀行　渋谷支店
  　口座番号　普通預金　３３８2５01
  　口 座 名　シャ）ニホンサンガクキョウカイ
 ②郵便振替 　口座記号番号　00110 －５－ ５４66９３
  　加入者名　　公益社団法人 日本山岳協会
  　※通信欄に「地震義援募金」と記入して下さい。
 ③現金書留 「（公社）日本山岳協会」宛
  　〒 1５0 － ８0５0　東京都渋谷区神南１－１－１
  　岸記念体育会館内　電話：0３ － ３４８1 － 2３９6
※ お名前、金額などを日本山岳協会の機関誌『登山月報』に掲載しますので、匿名を希望される方は、「匿名希望」

と明記して下さい。
※ ５，000 円以上のお振込の方で、ご希望の方には税額控除証明書を発行致します。通信欄に「税額控除希望」と

記入して下さい。

ウが専門の先生は恩師羽田先生の後をついで５1才から

ライチョウの観察と保護に取り組むようになり、主に

乗鞍岳を中心に年間 ８0日はライチョウの観察をされて

います。

　氷河期の生き残り生物として日本の高山に生息して

いるライチョウは、人を恐れず近づいて写真を撮るの

も容易ですが、アラスカやヨーロッパのライチョウは

体も大きく狩猟の対象にされて来たことからすぐ逃げ

５0 ｍ以内には近づけないとのこと。古来より稲作文化

の日本では山岳信仰から里山は人の領域、奥山は神の

領域、ライチョウは神の鳥として高山帯のお花畑と共

に守られてきました。牧畜文化のヨーロッパとの違い

でしょう。

　日本のライチョウ減少の原因は①個体数が少なく、

山脈ごとに遺伝的に隔離されている②低山動物の高山

への進出。本来キツネ、テン、チョウゲンボウ、カラス

が天敵だったがサル、シカ、ツキノワグマ、イノシシな

ど低山の動物進出による食害や踏みつけによる植生の

破壊。③地球温暖化によるハイマツ減少など住環境の

悪化があげられます。

　大天井岳の稜線で中村先生が撮影されたライチョウ

を銜えている猿のテレビの映像に驚かれた方も多いの

では？先生たちが大声で威嚇しても猿は幼鳥を離すこ

となく逃げて行ったとか。本来ニホンザルは生きた動

物を捕食しないのですが、このような行動が群れの中

で他の個体に伝播する恐れがあると考えられます。

　ライチョウの保護・増殖には生息域での「保域内保

全」動物園などで飼育を試みる「域外保全」があり、域

内保全の取り組みとして、孵化後生存率が落ちる１か

月間のケージでの保護はＮＨＫの「ダーウィンが来た」

でも紹介されました。

　トキやコウノトリの残した教訓①保護は集団が健全

なうちに②野外で生きるすべは教えられない。③域外

保全は野外集団の存在する場合に効力がある④いった

ん絶滅したものを人の手で復帰することはとてつもな

い事業である

　これらを心に留め、ライチョウの観察と保全に取り

組んでいきたい。研究者が少ないので後継者が出るこ

とを期待しているとお話を結ばれました。

　最後に「登山者にできることは？」の質問には、「登

山者のマナーは非常に良くなってきたのでライチョウ

への直接被害はない。高山でサルやシカなど見つけた

ら、大声で叫ぶなど追い払ってほしい」また、「統計を

取りたいのでライチョウやサルなど見かけたらスマホ

で撮影して長野県庁に送ってほしい」とのお話でした

ので是非ご協力を！ （顧問　本木總子）
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アレックス・ロウ（左）とコンラッド・アンカー。
1995年に撮影されたショット。

第90回 Mountain World

シシャパンマで見つかった２人の遺体

池田常道

　４月2７日のこと、チベットのシシャパンマ（８02７ｍ）

南西壁に新ルートを拓こうと高所順応中のウエリ・

シュテック（スイス）とダーフィット・ゲトラー（独）

は、基部の氷河に氷漬けになった遺体があるのを発見

した。このあたりで行方不明になっているのは、1９９９

年 10 月のアメリカ・スキー隊しかない。

　ゲトラーはさっそく当時のリーダーだったコンラッ

ド・アンカーに電話して遺体の着衣と背にしたザック

の特徴を伝えた――赤と青のノースフェイス・ザック、

黄色いコフラック・ブーツ。アンカーは即座に雪崩に

流されたアレックス・ロウ（当時 ４0）とデイヴィッド・

ブリッジズ（同 2９）にちがいないと確認した。遭難か

ら 16 年と６か月 22 日が経過していた。

　アンカーとロウは、米国人初となる ８000 ｍ峰のス

キー滑降をもくろんで、シシャパンマ南西壁に向かっ

た。撮影を担当するブリッジズに加えてサポート役の

スキーヤー、アンドルー・マクリーンやマーク・ホル

ブルックらを伴った総勢９人のチームだった。

　アンカーもロウも当時北米随一のアルパイン・クラ

イマーで遠征経験も豊富、長年のクライミング・パー

トナーでもあった。ロウは夏にカラコルムでグレー

ト・トランゴ北西壁に新ルートを拓き、アンカーは半

年前にスティーヴ・スウェンソンの「マロリー・アー

ヴィン捜索隊」に加わってエヴェレストへ出かけ、北

壁の ８000 ｍ付近でマロリーの遺体を発見したほか、セ

カンドステップが梯子なしで登れるかどうか試したう

えで頂上を往復していた。

　彼らが狙っていたのは 1９９0 年 10 月にスイスのエア

ハルト・ロレタン、ジャン・トロワイエ、ポーランド

のヴォイチェフ・クルティカがアルパインスタイルで

登った、南西壁左端に食い込むクーロワールだった。

ロウの見立てによれば、「８000 ｍ峰のなかで最もダイ

レクトなライン」で、「通常ルートを滑るよりダイナ

ミックな滑降が期待できる」という目標だった。

　10 月５日、偵察に赴いたアンカー、ロウ、ブリッジ

ズは氷河から 1８00 ｍばかり上部のセラックが崩壊す

るのを目撃したが、頭上に迫る危険はないと判断して

写真を撮った。しかし、雪崩は幅 1５0 ｍと規模を増し

て一気に３人を襲った。ロウとブリッジズはクレバス

に飛び込もうと右手に逃げたもののたちまち飲み込ま

れた。左に逃げたアンカーは爆風を浴びて ３0 ｍ飛ば

され、頭部裂傷と肩の脱臼、２本の肋骨骨折を負った。

なんとか自力で脱出したアンカーの指揮で後続してい

たメンバーによる捜索が行われたが、あいにくロウも

ブリッジズも雪崩ビーコンを身に着けておらず、20 時

間にわたって深さ６ｍのデブリを捜索したものの、手

袋片方を発見しただけで２人を見つけることはできな

かった。

＊

　未亡人となったジェニーの元には３人の子どもが残

された。マックス、アイザック、サムである。アンカー

は彼らの養育に手を貸し、やがてジェニーと共有する

悲嘆の思いは愛に変わった。２人が結婚したのは 2001

年のことだった。

　アンカーとジェニーは毎年春をポルツェの「クーン

ブ・クライミングセンター」で過ごしてきた。ロウの

遭難を機に設立された慈善基金が運営するプロジェク

トである。ゲトラーから電話があったときも、モンタ

ナ州ボーズマンの自宅に帰ったばかりだった。遺体発

見の報に接したジェニーは「私の生きているうちにめ

ぐり会えるなんて想像もしていなかった」と驚きを隠

さない。地球温暖化に伴う氷河の後退に加え、ここ３

年続いた寡雪傾向、そして今季はとくに強風が吹き荒

れて氷河上の砂礫を吹き払ったことが融解を促進した

結果だとみられている。

　まだブリッジズの遺族とは相談していないが、夫妻

は成長した３人の息子と夏休みにチベットを訪れて遺

体を収容、ニェラムで葬儀を営むつもりだという。
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「山の日」制定記念
―ふるさとの山を登ろう―

鳥取県・烏ヶ山（からすがせん・1,448ｍ）

新
連
載

　中国地方の山と言えば、まず大山（弥山・１，７0９ ｍ）

が挙げられるが、その周辺にも隠れた魅力的な山があ

る。そのひとつが山陰のマッターホルンとも呼ばれる

烏ヶ山である。烏が翼を広げたような姿からその名

があるが、その頂上部は見る角度によっては、まさに

マッターホルンのように屹立している。

　登路は鏡ヶ成キャンプ場から新小屋峠経由で迂回気

味に登るのが一般的である。キャンプ場から最短距離

を登る登山道は、平成 12 年の鳥取県西部地震により、

登山道上部が崩落したため長らく登山禁止となってい

た。

　しかし、今では崩落地も安定し、相当数の登山者が

入り込んで、踏み跡も維持されているのが現状であ

り、近年この登山道の再開を望む声が高まっていた。

そこで関係者が協議を重ねた結果、今年から登山禁止

の看板を注意喚起の看板に替えることが了承された。

　下部は緩やかな樹林帯であるが、徐々に傾斜が強ま

り、やがて灌木交じりの岩場となって展望も開ける。

頂上直下は残置ロープのある岩場を登ることになる。

大きな岩だらけの頂上からは大山や蒜山の眺めが素晴

らしい。登り１時間 ４0 分程度だ。

　なお、この頂上から大山側、鳥越峠への縦走路が２

年前に伐開されたが、足元が切れ落ちた危険な箇所が

あり、縦走の自粛が呼びかけられている。

鳥取県東部・用瀬（もちがせ）アルプス

　鳥取市用瀬町は流し雛で全国的に知られているが、

「流し雛の館」のある千代川左岸からは宿場町の風情

を残す閑静な街並みの背後に、北から南に連なる三角

山（みすみやま・５16 ｍ）、おおなる山（6４８ ｍ）、洗足

山一等三角点（せんぞくさん・７３6．３ｍ）の全容が望

める。所々花崗岩の岩肌が露出する山並み景観は、鳥

取県東部には珍しく、人を寄せ付けない峻嶮さを持

つ。

　その三角山から洗足山へのコース整備が地元愛好家

の熱心な尽力により進められ、「用瀬アルプス」の名に

相応しい登山エリアとして近年注目を集めている。

　三山を含む主要な登頂ルートとしては、用瀬支所を

起点として、影石城跡または女人堂経由で三角山、同

じく西側の金屋から洗足山、鳥居野から洗足山の３つ

のルートがあり、どちらからでも三山縦走が楽しめ

る。

　又、東の赤波川沿いからも旧道を利用した登山道が

あり、智頭町側の上板井原からも樅尾城跡を経由する

コースや智頭町の牛臥山、海上山ともつながり、２日

間くらいの余裕をもった尾根歩きのロングコースの設

定も可能となった。

　最もポピュラーな日帰りコースとしては鳥居野～洗

足山～おおなる山～三角山～女人堂（又は影石城跡経

由）～用瀬支所のコースをお薦めしたい。どちらを起

点にしてもよいが、グループの場合には乗用車を用瀬

支所（支所に一言）または鳥居野集落登山道入口（未舗

装の農道に縦列で５台程度）にデポするとよい。所要

時間は概ね６時間を見込む。

　三角山側は花崗岩の真砂土で滑りやすい。洗足山と

おおなる山の間は 2７0 ｍの高低差があり、この付近に

エスケープはないので、ペース配分や水分補給など下

準備は入念にしておきたい。洗足山展望台と最低鞍部

の間の急な登下降をはじめ、ロープや梯子段設置個所

もあり、中級以上の山である。

（鳥取県山岳協会）

烏ヶ山

用瀬アルプス
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競技部委員総会報告
日　時　平成 2８ 年４月３日（日）10：３0 ～ 1５：３0

場　所　岸記念体育館１階会議室

出席者　山納秀俊（北海道）、四戸義継（青森）、小山勝

稔（岩手・兼）、出雲輝彦（秋田）、本田建（山形）、三

森一男（福島）、長谷川美玲（茨城）、佐久間利美（栃

木）、赤松久宇（群馬）、横山鉄郎（埼玉）、目次俊雄

（千葉）、水村信一（東京）、島田邦昭（神奈川）、山森

政之（山梨）、今井浩二（新潟）、松田大（長野）、畑中

渉（富山）、上木真吾（福井）、諸戸明（静岡）、佐原晴

人（愛知）、松尾浩志（三重）、小島剛（岐阜）、小林広

幸（滋賀）、榎本幸博（京都）、石川順一（大阪）、西原

斗司男（兵庫）、前田善彦（奈良）、尾崎和彦（和歌山）、

山田佳範（鳥取）、大櫃静雄（島根）、神田恭行（岡山）、

佐藤健（広島）、古林喜明（山口・兼）、椎野彰浩（徳

島）、藤本慎治（香川）、松本一志（愛媛）、新原孝喜、

佐藤寿志（福岡）、武末良樹（佐賀）、松崎文彦（長崎）、

松井清昭（熊本）、原勇人（大分）、川村昭久（宮崎）、

岩本邦夫（鹿児島）、以上 ４３ 都道府県 ４４

　【日山協競技部常任委員】
　八木原圀明会長、森下健七郎、京才昭、山本和幸、小

日向徹、太田忠行、佐藤豊、滝内壽一、松田龍彦、中

村正、寺内丈行、木村実、佐藤旺、土屋正昭、有枝樹

雄、（事務局：中川裕）以上 16

　定刻 10 時 ３0 分に、司会の松田龍彦が平成 2８ 年度競

技部委員総会の開会を宣言した。

　はじめに八木原会長が挨拶をし、「昨年 11 月からオ

リンピック開催に向けての諮問委員会を発足し、日山

協の名称変更なども含め、様々な環境整備をしなけれ

ばならない。全国の岳連（岳協）の協力をお願いした

いと述べた。次に森下競技部長が「オリンピック追加

種目としてノミネートされてからメディアからの対応

も数社から ３0 社～ ４0 社と増えた事、大口協賛が付き

スポンサー対応等取り巻く環境が激変した事等によ

り、各岳連（岳協）の更なる協力とご理解を頂きたい

と述べた。

　次に議長の選出をはかり、執行部に一任する旨発言

があり、議長には京オ競技部副部長が選任された。

　議長より定足数の確認が求められ、４３ 都道府県の参

加があり、総会の成立が報告された。

　議長は、今年開催される「希望郷いわて国体実行委

員会」の方が見えているので、最初に議案第６号「第

７1 回岩手国体準備状況報告について」を議場に諮っ

た。

　岩手県山岳協会の小山氏、岩手県盛岡市国体推進室

の木村氏の挨拶、次に同・猪股氏から国体及びリハー

サル大会、リードジャパンカップ他の説明があった。

最後に森下競技部長から補足説明があった。

　次に第１号議案「平成 2７ 年度競技部事業報告につい

て」が諮られた。

⑴平成 2７ 年度競技部業務報告

　西原競技運営委員長が説明した。

⑵平成 2７ 年度競技部合同委員会報告

　西原競技運営委員長が報告した。

⑶平成 2７ 年度競技運営委員会報告

　西原競技運営委員長が報告した。

⑷平成 2７ 年度技術（審判）委員会報告

　山本委員長より報告があった。

⑸平成 2７ 年度選手強化委員会報告

⑹オリンピックプロジェクト進捗状況報告

　⑸、⑹は、小日向選手強化委員長が来られてから報

告された。

⑺会長諮問委員会経過報告

　西原競技運営委員長が説明した。

⑻ 日本体育協会公認スポーツ指導者（山岳）資格につ

いて

　西原委員長が説明した。

⑼各種表彰関係について

　西原委員長が報告した。

　以上を持って第１号議案を終了し、議長はこれにつ

いての承認を諮り、満場一致で承認された。

　議案第２号平成 2８ 年度競技部事業計画について

⑴競技部委員総会について、西原委員長が説明。

⑵競技運営委員会について、西原委員長が説明。

⑶技術（審判）委員会について、山本委員長が説明。

⑷競技運営事業計画について、西原委員長が説明。

⑸競技部ブロック別研修会について、西原斗司男が説

明した。

⑹第 ７1 回岩手国体以降の指導と推進について、西原

委員長が説明した。

⑺日山協公認クライミング審判員、ルートセッター、

指導運営員の認定更新事務推進について、西原委員

長が説明した。

⑻日体協公認指導者（クライミングコーチ、上級指導

員、指導員）の養成の推進について、西原委員長が

説明した。

⑼トレイルランニング競技の推進について
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⑽アンチドーピングへの取り組みの推進について

　西原委員長が説明した。

⑾競技力向上事業の推進について

　西原委員長が説明した。

⑿各種表彰関係について

⒀選手強化委員会について、小日向委員長が不在のた

め、後で説明する事とした。

　以上の議案説明の後、質疑を受け、鳥取県より資格

の昇格等の事務処理が遅れているとの質問があり、事

務局の中川氏から「申請された登録料等の振込確認等

が済んでいない。Ｂ級以上の振込は、岳連を通すので

は無く登録者個人に直接通知して行う方向でいる」と

の回答があった。

　愛知県からは「コーチ資格等の確認作業について説

明資料等を用意してくれないか？」との質問があり、

西原委員長が「基本的には日体協のＨＰで確認するの

が確実で、各種受講データは日山協の指導委員会を通

して日体協へは提出しているので、指導委員会に確認

してもらいたい旨回答があった。また、「指導員資格の

義務研修については、岳連（岳協）によって様々だが、

今回の日山協の競技部委員総会は研修会と位置づけで

あり、今回、総会に出席された皆さんは義務研修を受

けた事になると伝えられた。

　議長は第２号議案について承認を諮り、満場一致で

承認された。

　第３号議案「平成 2８ 年度国体山岳規則集の一部改訂

について

　西原委員長が配布資料に基づいて説明した。また、

森下競技部長から「従来の国体規則では組織図上に競

技部長を位置付ける役職が無く、一部変更をお願いし

たが、変更は認められなかったと説明があった。

第４号議案「技術委員会関係について

　山本委員長より資料に基づいて説明があった。

第５号議案「国体ブロック別出場都道府県割り当数に

ついて

　西原委員長から説明があった。

第６号議案「岩手国体の準備状況については、冒頭で

岩手県国体推進室より説明があった。

第７号議案「選手強化委員会報告について」

　ＩＦＳＣボルダリング・ワールドカップ加須大会の

開催、2020 年オリンピックに向けての状況等について

小日向選手強化委員長より説明があった。

　女子のボルダリングの国別ランキングは１位だが、

リードは現在４位となっている。リード、ボルダリン

グ、スピードの総合的な競技力向上のために、それぞ

れの競技の担当指導者を作り総合的な競技力向上を図

る旨の説明があった。

　また、選手がプライベート・コーチをつけている場

合があり、日山協として全体的な指導をする場合にこ

れが妨げになる場合があるので、今後はこの辺りの調

整・整理が必要と思うとの説明があった。

　議長は第３号議案～第７号議案について質問を受け

た後、承認を諮り、満場一致で承認された。

　次に、各山岳連盟の強化事例について発表を行っ

た。

　最初は北海道岳連から「北海道ユースチーム強化方

針・選手心得」が資料を元に発表された。「競技力向上

と共に、クライミングの楽しさを理解させ、同時に選

手の精神面や社会的倫理等の指導も行っている」との

報告がなされた。

　次に森下部長より、埼玉岳連の選手育成に対する考

え方や指導方法について埼玉県加須市での事例を基に

説明がなされた。

　最後に山口岳連より 20 年以上に亘る選手育成のた

めの幅広い活動をスライドを使って詳しく紹介して頂

いた。

　次に、広島・佐藤氏より、パラクライミングの現状

にて説明があり、「昨年開催した全日本パラクラミン

グ選手権を 2020 年のオリンピック開催に合わせパラ

リンピックが開催出来る様に、パラクライミングにつ

いて、各岳連の理解・協力をお願いしたいと説明が

あった。

　最後にトレランについて、佐藤旺氏より現況の説明

があり、本年４月中に一般財団法人日本トレイルラン

ニング協会が登記する方向で進んでいる事が発表され

た。

　午後３時 ３0 分、議長は本日の全ての議事が終了し

たことを告げ、競技委員総会の閉会を宣言した。

（文責　寺内丈之）
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ネパール大地震救援募金報告
　昨年４月 2５ 日に発生した、大地震でネパールは甚

大な被害を受けました。そこで日本の主要山岳６団体

（公益社団法人日本山岳協会、公益社団法人日本山岳

会、公益社団法人日本山岳ガイド協会、日本勤労者山

岳連盟、日本ヒマラヤン・アドベンチャー・トラスト、

日本ヒマラヤ協会）は共同して、「ネパール大地震救援

募金」活動を行ってきました。

　この募金活動は、平成 2８ 年３月末日をもって一旦

締切と致しましたので、ここに寄付金総額とその贈呈

先及び使途についてご報告いたします。

１　寄付金総額
　　（公益社団法人日本山岳会指定寄付口座着金額）

　　2７，９４2，３９0 円（内日山協分 20５ 件、６，３6８，８26 円）

２　贈呈先
①ランタンプラン（日本のＮＧＯ団体）10，000，000 円

　土石流で崩壊した、ランタン地域の再興のために活

用されています。

②  MACFOD NEPAL（カトマンズの公共団体）

　12，12３，000 円

　地震で損壊した、ロールワリン地域の２つの学校の

再建に活用されています。

③ ＳＰＣＣ（サガルマータ汚染管理委員会）

　１，８00，000 円

　ルクラ近郊に大型のゴミ焼却炉を建設するための資

金として活用されています。

④ カトマンドゥ緑の基金（日本のＮＧＯ団体）

　１，000，000 円

　首都近郊の山村への食糧（米５00ｋｇ等）、トタン板、

学校仮設費用に活用されています。

⑤ ネパール登山協会（ＮＭＡ、20，000 米ドル相当）

　２，2５0，600 円

⑥ 諸経費（ロールワリン地域へシェルパ調査派遣１，

000 米ドル、山岳６団体銘板、銀行送金手数料）

　４８３，７９0 円

　支出合計は、2７，6５７，３９0 円です。

　残額は、2８５，000 円ですが、これは今後の学校備品

等の補充などに充当してまいります。

　以上、山岳６団体による、ネパール大地震救援募金

の贈呈先と贈呈金額についてご報告申し上げます。

　なお、今秋には、ロールワリンの学校建設地がガウ

リシャンカールの好展望地でもあるため、学校建設の

その後の進捗の確認と生徒たちの激励をかねて、ト

レッキングチームを募集することを計画しておりま

す。

村が消失したランタン谷

NMA会長に募金を渡す八木原会長

再建されたロールワリンの小学校

カトマンドゥ緑の基金の救援物資
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平成２8年度（２8年４月）
常務理事会報告

日　時　平成 2８ 年４月７日㈭
　　　　1８ 時～ 21 時
場　所　岸記念体育会館・10３ 会議室
出席者　八木原会長、尾形・國松・髙橋・

亀山各副会長、小野寺、西内、森下、水
島、瀧本、中瀬各常務理事、中畠監事

　委　任：仙石、京オ、各常務理事
　（1４ 名中 12 名出席）

１．議　事
⑴平成 2７ 年度３月常務理事会議事録の

承認について（事前送付済）
　異議なく承認された。（今後、メールで

承認された議事録は、コピーで添付し
ないことになった。）

⑵平成 2８ 年度第１回理事会次第について
　資料に基づき小野寺事務局長から説明

があった。
　報告事項として、監事監査報告、ス

ポーツ界の時局報告、会長諮問員会報
告、「山の日」記念事業、審判・ルート
セッター登録台帳の進捗状況報告な
どを加えることで、承認。

⑶平成 2７ 年度事業報告及び収支決算報
告（案）（配賦前）について

　事業報告案は、後日メールにて、追加・
修正を乞うことで、承認。

　収支決算報告は暫定資料に基づいて小
野寺事務局長が説明を行った。

⑷正会員入会承認について
　理事会に諮ることで承認。
⑸ ＵＡＡＡジョイント・ハンテングリ・

カーリー・タウ応募追加について
　幸福真実、鈴木将太の追加応募者が、

承認された。
⑹ 2016 年代表選手の承認について（資料

に基づいて選手強化委員会から提案
された 2016 年ボルダリング日本代表
選手 ３0 名とＩＦＳＣクライミングＷ
Ｃ加須大会への追加参加選手 1５ 名が
承認された。

⑺ 協力名義使用の承認「サンガクエント
リー」について

　小野寺事務局長が資料を基に説明を行
い、幾つかの条件付で承認。

２．報告事項
⑴平成 2７ 年度第４回理事会議事録
　事前回議されており、全員が了承。
⑵平成 2７ 年度補正予算（第３次）について
　事前回議されており、全員が了承。
⑶ 2８ 年度国体担当者について
　2７ 年度と継続の件で、全員が了承。
⑷国体アンケートについて
　国体に中学２年生も出場出来るかどう

かのアンケートであり、競技部に回答
も委ねることになった。

⑸事務所移転計画概要について
　以前よりは詳しい概要が報告された。
⑹元気富山スポーツ賞について
　ＪＯＣジュニアオリンピックカップが

富山県で「元気富山スポーツ」賞を頂
いたことが報告された。

⑺日本選手権兼日本ユース選手権リード
競技大会報告（競技部）

　双方合わせて 2４0 名を超える選手が出

⑵八方バーチカルスキー後援名義
⑶毎日新聞、「ザ・マナスルデー」、「ザ・

ネパールフレンドシップデー」後援名義
⑷福井岳連創立 60 年周年記念事業後援

名義
⑸福井岳連・古道を訪ねて後援名義
⑹スポーツクライミング・アウトドアビ

レッジカップ後援名義
　上記６事業に対して異議なく承認された。

５．専門委員会動静
　（３月１日～４月６日）
〔報　告〕
⑴ 国際委員会
　３月９日㈬　出席者 11 名　委任２名
ア）報告事項
・登山部の情報連絡体制－登山部メーリ

ングリストの作成について
・ＢＭＣ女性国際クライミングミート

2016（６ /12 － 1９）について
イ）協議事項
①平成 2８ 年度総会兼第 ５５ 回海登研につ

いて（６月 11 日～ 12 日、京都府立ゼ
ミナールハウス）

②ロシア女性クライミングフェスティバ
ルについて（４ /11 ～４ /2４）

③国内外に向けてのＨＰ案について
⑵デジタル情報チーム　３月 1４ 日㈪
　出席者５名　委任１名
ア）ＨＰリニューアル発注について
イ）検討課題について
① Facebook
②ＨＰ記事掲載依頼のルーチンを作る
③「お知らせ」の分類方法
④「ドキュメント」の分類方法　
⑤「English」ページの作成
⑥カテゴリーの再構築
⑶自然保護委員会
　３月 1７ 日㈭　出席者　1５ 名
ア）山岳団体自然環境連絡会報告（２ /

2５、於：労山）
イ）「鹿食害の全国規模アピール集会（仮

称）」シンポ開催提案について
ウ）茨城県山岳連盟創立 60 周年記念式

典・祝賀会報告（２ /2７、水戸市）
エ）高校生の自然保護指導員任用について
オ）自然保護指導員養成出前講座につい

て（３ / ５～６、埼玉・小川町げんき
プラザ） 

カ）自然保護指導員更新受付状況 につい
て（平成 2８ 年度更新予定者 ３９2 名、現
在 ４５ 名受付中）

キ）常任研修会の実施について
ク）第 ４0 回自然保護委員総会（記念大会 

全国山岳自然の集い中央大会）実行委
員会 報告

⑷指導委員会　３月７日㈪　出席 11 名
ア）スポーツ指導者専門科目修了認定
　（前記指導員検定結果参照）
イ）ＳＣコーチ養成講習会
・６月 2４，2５，26　机上講習（都岳連）
・７月 16，1７，1８　実技講習 （７ /1７ － 1８：

昭島市ＳＣ、７ /16　：明治大学（未定）
ウ）ＡＴ（アスレチック・トレーナー）養

成講習会推薦依頼：順位付け
陣内健太（佐賀県：岳連より推薦）、樋口

琢哉（千葉県：個人）
エ）氷雪技術（富士山）について
オ）規約改定作業について
⑸指導委員会
　４月４日㈪　出席　　　委任
ア）指導・競技合同会議（３ /2４）報告
イ）スポーツ指導者専門科目修了認定
　（前記指導員検定結果参照）

場し、ＣＳの実況放送があった事など
が報告された。

⑻日本ユース選手権ボルダリング競技大
会開催要項について

　森下競技部長から資料に基づき説明が
あった。

⑼６月常務理事会日程変更について
　八木原会長がＵＡＡＡ理事会出席のた

め、６ /16 に変更。
⑽冠「東日本大震災復興支援」について
　本冠は 2８ 年３月 ３1 をもって付与しな

いことになった。
⑾三宅村クライミングウォールリニュー

アル式典報告
　村興し企画の一つである式典に亀山副

会長が出席された。
⑿審判セッター会議の報告
　森下競技部長が資料に基づいて報告した。
⒀ＩＦＳＣワールドカップ進捗状況 
⒁審判員台帳について
　森下競技部長から報告があった。
⒂みんなあつまれ！なすかし雪遊び隊

2016 の中止について
　中瀬常務理事から申込みが無く、中止

した旨、報告があった。

３．指導員・審判員　検定結果報告
⑴指導員
○ＡＣ指導員：奈良裕樹、吉田雅子、吉

居寛記（以上、神奈川３名）、中島隆之、
松山貴章（以上、岩手２名）、小田隆司、
西原紀子、上野博史、引網多諭子、和
田卓雄、富山望、清水一樹、大石明人、
稲垣学武、山本めぐみ、田中克欣

　（以上、大阪 11 名）、三嶋信、宮森千治
（以上、愛知２名）

○ＡＣ上級指導員：勅使河原暁（栃木）、
　秋山由華（東京）、坂井田博義、西川俊

正（以上、大阪２名）
○ＳＣ指導員： 中道輝久、黒沢健、高野

慎一郎（以上、静岡３名）
　以上、異議なく承認された。
⑵競技ルートセッター及び審判員承認。
　森下競技部長から資料に基づいて、承

認提案があった。
＜ルートセッター認定者＞
①南砺ルートセッター講習会
・競技Ｃ級：佐藤優哉、松島由希（以上

宮城）、笠原大輔（長野）、徳永潤一、中
村雅志（以上愛媛）、新川裕希（千葉）

・公認：福田宗次郎（鳥取）、小西大介（岡
山）、山越政樹（岐阜）、宮田尚文（奈良）

②加須ルートセッター講習会
・競技Ｃ級：白戸亨司（福島）、大田理裟

（山口）、是永敬一郎（埼玉）、國谷斗馬
（北海道）永田乃由季（東京）

・公認：鈴木直也（神奈川）
＜審判昇級認定者＞
①Ｃ級➡Ｂ級
・審判（ＪＯＣジュニアオリンピックに

て審査）：樽正人（千葉）、藤江理枝（東
京）、松尾浩志（三重）、宮原敏明（佐賀）

・審判（和歌山国体にて審査）：武井浩、
永井繁明（以上愛媛）

・審判（高校選抜選手権にて審査）：井上昇、
横内鉄郎（以上埼玉）、村松久徳（山梨）

②Ｂ級➡Ａ級
・審 判：羽鎌田直人（東京）畑中渉（富山）
③Ｃ級
　各ブロック別研修会での ９6 名の合格

者も全員承認となった。

４．後援報告、協賛等の依頼について
⑴大阪チャレンジ登山後援名義
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　風薫る５月、緑がまぶしい季節になっ
たが、九州熊本地方では地震活動の活発
化に収束の気配がない。被災された方々
には心よりお見舞い申し上げます。既知
の通り日山協では義援金の募集を始めて
います。改めてご協力をお願します。
 （広報担当  水島彰治）

登山月報　第 566 号
　定　価　	 110 円	（送料別）
　予約年間	 1,300 円	（送料共）
　　　　　　　昭和 45 年 12 月 12 日
　　　　　　　第三種郵便物認可
　　　　　　　（毎月１回 15 日発行）
　発行日　平成28年５月15日
　発行者　東京都渋谷区神南1-1-1
　　　　　岸記念体育会館内
　　　　　公益社団法人日本山岳協会
　電　話　03 － 3481 － 2396
　F　A　X　03 － 3481 － 2395

登山月報　第566号　平成 28 年５月15日発行� 昭和 45 年12月12日第三種郵便物認可（毎月一回15日発行）

寄贈図 書

八重山

神奈川県・山梨県東部トレイルラン連絡協議会

北丹沢12時間山岳耐久レース実行委員会
陣馬山トレイルレース実行委員会
八重山トレイルレース実行委員会
東丹沢宮ヶ瀬トレイルレース実行委員会
上野原秋山トレイルレース実行委員会
南高尾城山陣馬サンセットトレイルレース実行委員会
峰山トレイルレース実行委員会

ウ）ＳＣコーチ養成講習会
・６月 2４，2５，26　机上講習（都岳連）
・７月 16，1７，1８　実技講習
　（７/1７－1８　昭島市ＳＣ、７/16明治大学）
エ）氷雪技術（富士山）について
オ）指導委員総会について
　６ /11 ㈯～ 12 ㈰　東京海員会館
カ）その他
①ＳＣ指導員養成講習会・中国ブロック

合同開催について
②規約改定作業について
③指導・競技合同会議（日程検討）
④夏山リーダー検討会
⑹遭難対策委員会
　３月 ３0 日㈬　出席　８名
１） 長野県ガイドライン制定経過報告
２） 遭難対策常任委員研修（４ /16 ～ 1７）

について
①指導との合同研修（技術のすり合わせ）

の内容について
②平成 2８ 年度事業について
③レスキュー講習会の講習内容の見直し

について
2４）登山倫理シンポジウム計画（５ /22）

について
３４）登山医学会山岳認定医パネラーの件

について
2７）総会（６ /2５ ～ 26）について
カ）全国山岳遭難対策協議会（７ / ８）に

ついて
キ）指導・遭対合同研修（８ /20 ～ 21）

について
ク）９ / ９～ 11 無雪期レスキュー講習会

（９ / ９～ 11）について
ケ）一般登山者教育について
コ）ＵＩＡＡ　ＳＴＡＮＤＡＲＤ調査

（ウェールズ・プレッシーブレノン）
について

サ）ヒトココと加藤電機の位置探知機に
ついて

シ）コンパス、サンガクの登山届出につ
いて

ス）平成 2８ 年度常任委員の推薦について
（若返りを図る）

⑺ジュニア普及委員会
　３月 22 日㈫　出席４名　委任４名
ア）　なすかし雪遊び隊中止の経緯報告
イ）ジュニア登山教室の問題点と改善方

法について

６．その他の重要事項
　（２月 2７ 日～４月５日）

編集後記

寄
贈
本

（株）山と溪谷社 「首都圏1000kmトレイル②『詳しい地図で迷わず
歩く！奥多摩・高尾384km』」 佐々木享著

（株）山と溪谷社 「山村を歩く」 岡田喜秋 著

雑誌（株）山と溪谷社 「山と渓谷」№ 973
（株）山と溪谷社 「Climbing joy」 №15

会
報

特定非営利活動法人日本スポーツ芸術協会「Sports Art 2016」
兵庫県山岳連盟 「兵庫山岳」 第586号

（公財）健康体力づくり事業財団 「健康づくり」 №456
福岡国際センター 「FCC news」 53
富山県山岳遭難対策協議会事務局 平成27年度「山嶺」

（公財）全日本ボウリング協会 「JBC news」第533号
大阪府立体育館 「季刊 府立体育館」No.116号について

（公社）日本武術太極拳連盟 「武術太極拳」2016.4.10 NO.318
新潟県山岳協会 「新山協ニュース」第323号

（公社）国土緑化推進機構 「ぐりーん・もあ」 第73号（春号）
La rivista del Club alpino italiano 「Ｍｏｎｔａｇｎｅ360」 Aprile 2015

（公財）埼玉県体育協会 「スポーツ埼玉」 2016Vol.272
鹿屋体育大学 「邁進」第22号Mar.2016
日本勤労者山岳連盟 「登山時報」№495
中国登山協会 「山野 CHINA OUTDOOR」 2016 03 総211期
Korean Alpine Federation 「大山聯」 Vol.208  2016 April

（公社）日本山岳会山梨支部 「甲斐山岳」第8号

スポーツこころのプロジェクト運営本部 「スポーツこころのプロジェクト新聞（スポここ）」 
第12号＜2016年度・春号＞

NPO日本ヒマラヤン・アドベンチャー・トラスト「HAT-J NEWS」 No.101
（公社）日本山岳会 「山」 No.851
（一財）日本防火・防災委員会 「地域防災」2016.4No.7
日本山岳写真協会 「日本山岳写真協会ニュース」4月号第431号
東京野歩路会 「山嶺」№1034
福岡県山岳連盟 「せふり」5月号No.374
玲峰グループ 「玲峰誌」85号
やまびこ山想会 「やまびこ山想会」会報 第164号
愛知県山岳連盟 「愛知岳連ニュース」平成28年3月15日第417号

（公財）尾瀬保護財団 機関誌「はるかな尾瀬」Vol.29
（独）日本スポーツ振興センター国立スポーツ科学センター「News Letter JISS」 Vol.28
京都府体育協会 「京都府体協時報」 第121号
くまもと観光コンベンションセンター 「くまもと観光コンベンションニュース」2016 Spring

〔報　告〕
⑴茨城県山岳連盟創立 60 周年記念式典・

祝賀会　２月 2７ 日㈯　於：水戸三の
丸ホテル　八木原会長

⑵全国「山の日」協議会運営委員会
　３月１日㈫　於：日本山岳ガイド協会
　尾形副会長
⑶第４回理事会　３月６日㈰
　於：フォーラムエイト　八木原会長他
⑷噴火時等の避難計画手引き作成委員会
　３月８日㈫　於：中央合同庁舎８号館
　尾形副会長
⑸ネパール大地震救援募金委員会
　３月９日㈬　於：岸記念体育会館
　尾形副会長、小野寺事務局長
⑹故谷口けいさんを偲ぶ会　３月 1３ 日

㈰　於：青山葬儀場　八木原会長
⑺富士山利用者負担専門委員会
　３月 1４ 日㈪　於：都道府県会館
　尾形副会長
⑻山の日の歌　選考委員会
　３月 21 日㈪・㈷　於：ホテルグラン

ドパレス　尾形副会長
⑼日体協臨時評議員会
　３月 2３ 日㈬　於：グランドプリンス

ホテル新高輪　尾形副会長
⑽第 1８ 回秩父宮記念スポーツ医・科学

賞表彰式　３月 2３ 日㈬　於：グラン
ドプリンスホテル新高輪

　尾形副会長
⑾パキスタン・ナショナルディー・レセ

プション　３月 2３ 日㈬　於：ホテル・
ニューオタニ　尾形副会長

⑿スポーツ安全協会評議員会
　３月 2４ 日㈭　於：霞ヶ関ビル東海大

校友会館　尾形副会長
⒀ＪＯＣ総務委員会　３月 2４ 日㈭
　於：岸記念体育会館　小野寺事務局長
⒁ＳＣ日本選手権兼日本ユース選手権

リード競技大会マムートカップ
　３月 26 日㈯～ 2７ 日　於：印西市松山

下公園総合体館　八木原会長、尾形副
会長、森下競技部長

⒂三宅村クライミングウォールリニュー
アルオープン式典　３月 ３0 日

　於：三宅村　亀山副会長
⒃奈良県山岳連盟前会長、（公社）日本山

岳協会参与　山口健次郎様ご逝去
　３月 2８ 日㈪
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〒170－0013　東京都豊島区東池袋3－7－11－707
TEL:03-5958-3396  FAX:03-5958-3397
E-mail:sangakukyousai@mbd.ocn.ne.jp
月～金　10：00～17：00（祝日除く）

http://sangakukyousai.com

山岳保険は

Webからも申
込めます

（
２
０
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年
よ
り
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